
                  
 
 
 

 

多賀ぶどうクラブ新規栽培者説明会を開催しました！ 

 

１月３０日、多賀町、JA 東びわこと連携し、第２回多賀ぶどうクラブ新規栽培者説明会

を開催し、４名の参加がありました。新規栽培者の確保に向けて、当課から、ぶどうの栽

培概要や必要な施設等について説明しました。 

 

多賀ぶどうクラブは、ぶどう「シャインマスカット」を多賀町の特産物とする目的で、令

和５年８月に設立された部会です。現在、多賀町在住の農業者９名で活動しています。

「シャインマスカット」のブランド化や産地化に向けて、新たに栽培に取り組む仲間を募集

しています。令和７年６月に開催した第１回説明会では、６名が参加されましたが、新た

な栽培開始には至らなかったため、関係機関と連携し、第２回目の説明会を開催しまし

た。 

まず、JA 東びわこから、部会の目的や活動内容について説明があり、当課からはぶど

う栽培に新たに取り組んでいただけるよう、県が開発した簡易棚や根域制限栽培の技

術、経営収支等について説明しました。室内での説明後、ぶどうほ場に移動し、せん定作

業を体験していただきました。雪が積もり、足元の悪い中でしたが、実際に樹を見て管

理作業を行うことで、ぶどう栽培を身近に感じてもらうきっかけになったと考えていま

す。 

結果、参加者のうち１名が、部会への入会と栽培開始の意向を示されました。今後は

個別に対応し、植栽からスムーズに栽培が開始できるよう支援する予定です。引き続き、

関係機関と連携して多賀町でのぶどう産地の形成に向けて取り組んでいきます。 
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